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家 

族 

月 

間 

平
成
23
年
12
月
１
日
（
木
） 

年 

次 

総 

会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

60
名 

出
席
計
算
数 53

名
中
44
名
出
席 

出
席
率
83
・
02
％ 

前
々
回
出
席
率
98
・
08
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｙ
」 

 
 

 

指 
揮 

者 
 

岩
崎 

征
一 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 

冨
板 

玲
子 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

年
次
総
会
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 

川
畑 

博
敬
・
田
崎 
雅
三 

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
休
ん
で
ば
か
り
で

ご
め
ん
な
さ
い
。次
週
ま
た
休
み
ま
す
。 

杉
本 

英
夫 

よ
う
や
く i p

h
o
n
e
 4

S

が
き
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

前
田 

隆
久 

い
よ
い
よ
12
月
。
今
年
も
早
か
っ
た
で

す
。 

 

横
井 

 

衞
・
堀
江 

英
弥 

誕
生
月
で
す
。
い
や
で
す
ネ
。
年
取
る

の
は
…
い
や
で
す
ね
。 

神
野 

邦
利 

誕
生
月
で
す
。 春

日
井
和
良 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 

 
 

 

尾
上 

 

昇 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

出
口 

 

忍 
 

 
 

 
 

林 
 

富
徳 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

川
畑 

博
敬 

        

 

 

年
次
総
会 

第
一
号
議
案 

２
０
１
３
～
２
０
１
４
年
度
会
長
・

幹
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

            

13
～
14
年
度
会
長 

木
村
光
徳
さ
ん             

13
～
14
年
度
幹
事 

渡
辺
観
永
さ
ん 

第
二
号
議
案 

２
０
１
２
～
２
０
１
３
年
度
役
員
理

事 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会 

長
（
役
員
） 

 

鬼
頭 

茂
成 

副
会
長
（
役
員
） 

 

木
村 

光
徳 

幹 

事
（
役
員
） 

 

岡
村 

隆
德 

会 

計
（
役
員
） 

  

神
野 

邦
利 

Ｓ
．
Ａ
．
Ａ
．（
役
員
） 

春
日
井
和
良 

会
長
エ
レ
ク
ト
（
役
員
）
木
村 

光
徳 

直
前
会
長
（
役
員
） 

  

川
畑 

博
敬 

副
幹
事
（
理
事
） 

   

渡
辺 

観
永 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

田
崎 

雅
三 

親
睦
活
動
委
員
長
（
理
事
） 

 

日
比
野
富
士
男 

新
世
代
委
員
長
（
理
事
）
大
原 

敏
正 

会
員
組
織
委
員
長
（
理
事
） 川

口 

小
折 

職
業
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

丹
下 

富
博 

社
会
奉
仕
委
員
長
（
理
事
） 

 

前
田 

隆
久 

国
際
奉
仕
委
員
長 

（
理
事
） 

 

吉
田 

憲
一 

Ｒ
財
団
・
米
山
奨
学
委
員
長
（
理
事
） 

 

山
口 

正
孝 

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
長
（
理
事
） 

 

吉
田 

隆
彦 

30
周
年
準
備
委
員
長
（
理
事
） 

 

堀
江 

英
弥 

       

 

会
長
エ
レ
ク
ト 

鬼
頭
茂
成
さ
ん
よ
り
発
表 

  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
１
年
11
月
７
日   

バ
ン
コ
ク
国
際
大
会
は
豊
か
な
顔
ぶ
れ

の
講
演
者
と
低
登
録
料
が
魅
力 

２
０
１
２
年
５
月
６
～
９
日
に
「
微

笑
み
の
国
」
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
で
開
催

さ
れ
る
第
１
０
３
回
ロ
ー
タ
リ
ー
国
際

大
会
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
を
は

じ
め
と
す
る
豊
か
な
顔
ぶ
れ
の
講
演
者

を
迎
え
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
約

束
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
12
月
１
日
ま
で

に
２
０
１
２
年
国
際
大
会
に
登
録
す
れ

ば
、
過
去
10
年
で
最
も
安
い
料
金
で
ご

登
録
い
た
だ
け
ま
す
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
寺
院
や
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
、
史
跡

観
光
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
の
多
い
バ
ン
コ

ク
で
開
か
れ
る
今
大
会
に
、
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。   

５
月
７
日
（
月
）
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル

1143 
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平
和
賞
を
受
賞
し
た
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
創

設
者
の
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
と
、Glo

 

-
b

a
l 

P
o
v
e
rty 

P
ro

je
c
t

の
共
同

創
立
者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
・
エ

バ
ン
ス
氏
が
講
演
を
行
い
ま
す
。  

タ
イ
政
府
か
ら
の
助
成
金
に
よ
っ
て
、

今
大
会
の
登
録
料
は
低
く
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
12
月
１
日
ま
で
に
バ
ン
コ
ク

国
際
大
会
に
登
録
し
た
場
合
、
登
録
料

は
お
一
人
１
６
０
ド
ル
と
な
り
、
５
～

18
歳
の
ゲ
ス
ト
は
一
人
わ
ず
か
10
ド

ル
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
タ
ー
と
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
学
友
の
登

録
料
が
50
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
一
方
、

イ
ン
タ
ー
ア
ク
タ
ー
と
ロ
ー
タ
リ
ー
青

少
年
交
換
学
生
は
わ
ず
か
10
ド
ル
で
登

録
で
き
ま
す
。  

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
を
は
じ
め
と
す

る
ス
タ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
提
携
航
空

会
社
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
バ
ン
コ
ク

ま
で
の
航
空
料
金
を
割
引
に
す
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
は
最
大
15
％
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
は
最
大
20
％
の
割
引
と
な
っ
て
い
ま

す
（
例
外
も
あ
り
ま
す
）。  

 講
演
者
紹
介 

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
パ
イ
オ
ニ
ア  

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
あ
る
チ
ッ
タ
ゴ

ン
大
学
の
経
済
学
教
授
だ
っ
た
ム
ハ
マ

ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
は
、
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
通
じ
て
貧
困
層
の
人
々
の
生
活

を
改
善
す
る
た
め
、
特
に
貧
し
い
農
村 

            
部
の
女
性
を
対
象
に
、
小
額
の
融
資
を

始
め
ま
し
た
。
最
初
は
自
分
の
資
金
か

ら
融
資
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ

ミ
ン
銀
行
を
創
設
し
、
現
在
は
同
国
内

に
２
，
５
０
０
以
上
の
支
店
が
設
立
さ

れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
８
３

年
以
来
、
起
業
支
援
や
事
業
拡
大
を
目

指
す
８
３
４
万
人
以
上
に
融
資
を
行
い
、

そ
の
97
％
は
女
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
返
済
率
が
97
％

近
い
こ
と
で
す
。
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
が
考

案
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ

デ
ル
は
、
カ
ナ
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
58

カ
国
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
２
０
０
６
年
、 

ユ
ヌ
ス
氏 

と
グ
ラ
ミ 

ン
銀
行
に 

ノ
ー
ベ
ル 

平
和
賞
が 

贈
ら
れ
ま 

し
た
。  

貧
困
、
飢
餓
、 

そ
し
て
ポ
リ
オ
の
撲
滅
を
目
指
す 

ヒ
ュ
ー
・
エ
バ
ン
ス
氏
は
、わ
ず
か
14

歳
で
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン（W

o
rld

 V
i 

-
s
io

n

）
の
親
善
大
使
と
し
て
母
国
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
赴

き
、
人
道
奉
仕
の
道
に
踏
み
出
し
ま
し

た
。
世
界
か
ら
貧
困
を
撲
滅
す
る
こ
と

を
目
指
す
若
者
に
よ
る
団
体
、O

a
k
t 

-
re

e

財
団
を
創
設
し
、
２
０
０
４
年

に
「
ヤ
ン
グ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
を
受
賞
し
た
エ

バ
ン
ス
氏
。
彼
が
共
同
創
設
者
と
な
っ

て
２
０
０
８
年
に
立
ち
上
げ
たG

lo
b

 

-
a
l P

o
v
e
rty P

ro
je

c
t

は
、
撲
滅

支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
教
育
を
通
じ
て
、

「
２
０
１
５
年
ま
で
に
貧
困
者
の
割
合

を
半
減
す
る
」
と
い
う
国
連
の
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
に
対
す
る
一
般
の
意
識

向
上
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
最
近
で

は
、ポ
リ
オ
撲
滅
に
も
取
り
組
み
始
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
署
名
運
動
な
ど
を

通
じ
て
、
各
国
首
脳
に
ポ
リ
オ
撲
滅
へ

の
支
援
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
10
月

28
日
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー

ス
で
「E

n
d

 o
f P

o
lio

」
コ
ン
サ
ー

ト
を
主
催
し
ま
し
た
。 

 

出
席
す
べ
き
理
由 

Ｒ
Ｉ
国
際
大
会
へ
の
参
加
は
、
ロ
ー

タ
リ
ー
が
持
つ
世
界
的
な
影
響
を
実
感

し
、
奉
仕
に
対
す
る
信
念
を
さ
ら
に
深

め
る
体
験
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
伴

す
る
ゲ
ス
ト
の
方
々
の
中
に
は
、
大
会

で
感
銘
を
受
け
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な

り
た
い
と
い
う
方
も
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。  

国
際
大
会
に
出
席
す
べ
き
理
由
は
ほ
か

に
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。  

・
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ク
ラ
ブ
・
地

区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、

ほ
か
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
実
施
し
た

奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
。

ま
た
、
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
交
換

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
相
手
と
な
る
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
を
探
す  

・
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
。
本
会
議
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し
、
ポ
リ
オ
・

プ
ラ
ス
や
そ
の
他
の
財
団
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
が
ど
の
よ
う
に
人
道
的
な
活
動

を
実
践
し
、
ま
た
、
平
和
と
理
解
を

推
進
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
さ
ら
に

詳
し
く
学
ぶ  

・
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
。
ロ
ー
タ

リ
ー
の
指
導
者
や
同
じ
地
区
の
ほ
か

の
会
員
と
会
い
、
国
際
的
な
輪
を
広

げ
、
地
区
の
計
画
に
よ
り
積
極
的
に

関
わ
る  

・
ク
ラ
ブ
の
管
理
運
営
。
次
期
ク
ラ
ブ

会
長
を
対
象
と
し
た
特
別
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
ク
ラ
ブ
会
長
エ
レ
ク
ト
の

た
め
の
昼
食
会
に
出
席
し
、
同
じ
立

場
に
あ
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
意
見
を

交
換
す
る  

・
家
族
と
の
楽
し
み
。
大
会
の
前
後
に
、

 

見
ど
こ
ろ
満
載
の
行
事
の
ほ
か
、
家

族
と
と
も
に
思
い
出
深
い
旅
行
を
楽

し
む 

  

 

12
月
15
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

18
時
よ
り
受
付 

 

家
族
忘
年
会 

 
 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

12
月
22
日
（
木
） 

例
会
変
更 

12
月
26
日
（
月
） 

 

み
そ
か
例
会 

 

＊
10
時
～
15
時 

の
間
に
事
務
局 

ま
で
商
品
を
取 

り
に
来
て
く
だ 

さ
い
。
品
物
は
預
か
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
15
時
ま
で
に
必
ず

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

12
月
29
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
第
５
条
第
１
節
に
よ
り
休
会 

事
務
局
冬
期
休
暇 

12
月
27
日
（
火
）
～
１
月
６
日
（
金
） 

＊
５
日
（
木
）
は
定
款
第
５
条 

第
１
節
に
よ
り
休
会 

 

Ｇ
事
務
所
・
Ｇ
エ
レ
ク
ト
事
務
所
・

Ｇ
事
務
所
分
室 

冬
期
休
暇 

12
月
28
日
（
水
）
～
１
月
４
日
（
水
） 

  

広
報
委
員
会 

酒
井 

 

修
・
吉
田 

明
夫 

松
永 

裕
子
・
小
野 

定
男 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

ワットプラケオ(エメラルド・ブッダの寺院) 
バンコク／タイ


